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　Number of credits  2

  Year/semesters  2024・First semester 

 Days and
 periods  Wed.5

  Class style seminar
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 [Overview and purpose of the course]
大規模地震や気候変動による台風・梅雨前線の強大化によって自然災害リスクが高まる中で、我が
国は少子高齢化社会への進行や社会基盤設備の老朽化が進行し、自然災害に対する脆弱性が増大す
る可能性がある。明治中期以降、我が国は国家事業として連続的な堤防を築くことによって治水安
全度を高め、土地利用の高度化を図り社会・経済的な発展を遂げてきた。これにより治水レベルは
格段に向上したものの、洪水リスクの高い土地に市街地が拡大し、結果として治水レベルを超える
豪雨が発生する場合には甚大な被害が発生する国土となっている。

本セミナーでは、我が国の国土計画のあり方を新たに考え直し、変化する自然・社会・経済環境の
中で今後の水防災を総合的に考える基本的な素養や基礎知識を習得することを目的とする。そのた
めに、豪雨災害や土砂災害、水害に対する対策の歴史、災害対策と自然環境の保全、豪雨や洪水の
予測、河川の流れと治水施設、水災害対策とまちづくり、気候変動が水災害に与える影響等、水防
災を考える多様な観点を示し、討議を通じて水防災に対する科学的な考え方を身につける。

 [Course objectives]
１．近年の大水害や最近の水害を例にとって、水災害の発生構造を理解する。受講生の出身地やそ
の周辺を対象として、これまでに発生した水災害について自ら調査し発表し、自主的に分析・発表
する能力を養う。
２．水災害を防止・軽減するために、これまでどのような対策がとられてきたか、将来に向けた課
題は何か、科学的・技術的背景、さらに社会的背景をグループ討議によって理解する。また、グル
ープ討議を通じて水防災に対する科学的な考え方を身に着ける。
３．水の流れを分析する実験やコンピュータ・シミュレーションを実際に体験し、水の流れの科学
的な分析の基礎知識を習得する。また、先端的な科学技術が実際の水害対策に結び付いていること
を学習する。

 [Course schedule and contents)]
１．オリエンテーション（１回、全員）
本セミナーの目的と全体の構成を説明する。次に、河川や流域の形成過程と形成過程の違いによる
世界の河川と日本の河川の違いを説明し、河川の画像やビデオを見て日本と世界の多様な河川の姿
に触れる。その後で、受講生各自が本セミナーで具体的に学習したいと思う内容を発表する。
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３．日本の豪雨災害・土砂災害の特徴（３回、立川）
近年の大水害や最近の水害を例にとって、水災害の発生構造を学習する（１回）。それを受けて、
受講生の出身地やその周辺を対象として、これまでに発生した水災害について自ら調査し発表し討
議する（２回）。

４．河川の流れを分析する実験と水害対策（４回、山上）
河川の流れは土砂との相互作用を伴う複雑な流れであり、堤防や橋脚に及ぼす影響を力学的に分析
することが具体的な治水対策に欠かせない。先端的な水理実験の現況と治水施設の計画・設計への
適用の具体例を紹介する。ダムや水門などの治水構造物による河川流のコントロールを物理的側面
から説明するとともに、これらの設計に関わる模型実験手法を紹介する（１回）。また室内水路を
使った水理実験を見学し、実際に流れの計測を体験する（２回）。まとめとしてこのトピックスで
得た知見について、口頭発表を行い討議する（１回）。水理実験施設の場所は、オリエンテーショ
ンで説明する。

５．河川の流れを分析するコンピュータ・シミュレーションと水害対策（４回、音田）
河川の流れは土砂との相互作用を伴う複雑な流れであり、堤防や橋脚に及ぼす影響を力学的に分析
することが具体的な治水対策に欠かせない。先端的な水理コンピュータ・シミュレーションの現況
と治水施設の計画・設計への適用の具体例を紹介する。
河川流や地形変化に関するシミュレーションについて説明する（３回）とともに、このトピックス
で得た知見などに関する口頭発表を行い、討議する（１回）。

４．水防災・減災のさらなる推進（１回、立川）
明治中期以降、我が国で実施されてきた治水対策の歴史を学ぶ。また、その治水対策を実現してき
た科学技術の発展を学ぶ。次に、豪雨災害を軽減・防止するために実施されている治水計画につい
て議論する。特に、河川空間を治水だけでなく親しみやすい水辺とするための取り組み事例や水災
害対策とまつづくりの連携、その問題点を紹介し、今後の治水対策を考えるべき観点を議論する。
また、気候変動が豪雨・洪水発生に及ぼす影響評価に関する最新の研究成果を紹介し、今後、水災
害発生に備える対策について議論する。

５．学生発表（１回、全員）
セミナーによる議論や水の流れを分析する実験、コンピュータ・シミュレーションで学んだ内容を
もとに、水災害を防止・軽減するために科学的に対処する考え方や方法について、自らの考えをま
とめて発表する。

６．総括（フィードバック、１回、全員）
本セミナーで学んだことを振り返り、疑問点を明らかにするとともに、今後の学習の指針を示す。

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
授業内容に興味を持つ学生が受講することを前提としている。したがって、毎回のセミナーへの積
極的な受講参加態度を重視して評価する。さらに、それぞれのテーマについて自主調査し適宜得ら
れた成果について口頭発表するとともに、レポートの提出を求める。平常点評価５０点（授業時間
中での教員からの質問に対する反応や学生自身の持つ疑問点に関する教員への質問など自ら学習し
ようとする意欲や意思を評価）、レポート３０点、プレゼンテーション２０点。
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 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
教員が配布する資料を事前に学習してから授業に臨むこと。またゼミ日に学習したことを記録する
などして自分の理解度を確認すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
学生発表を通じた討議が適切に実施でできるように受講者数の人数制限を行う。
学生教育研究災害傷害保険等に加入すること。教員へのe-mailでの質問を随時受け付ける。


